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はじめに
　緑豊かな山々、それらを源とする清らかな河川、黒潮洗う海
岸線、和歌山県には恵み豊かな自然があり、私たちは、その自
然から言い尽くせないほどの恩恵を受けてきました。
　一方で、私たちは、物質的な豊かさを追求する中で、資源を
大量に消費し、その副産物として廃棄物、排水、排気ガスなど
環境負荷を自然に過剰に与え続けてきました。積み重なった

環境負荷が自然の再生能力を超え、その結果もたらされた環境破壊は、地域レベルの
公害として顕在化し、さらに近年は地域の枠をはるかに超え、地球温暖化、資源の枯
渇、生物多様性の喪失など、人類の生存基盤である地球環境をも脅かすまでに至って
います。
　これらの地球規模での環境問題は、私たちの日常生活や、事業活動によってもたら
されたものであり、その解決のためには、私たち一人ひとりが自分たちと環境との関
わりを深く認識し、将来の世代のことも考えて行動し、環境負荷が自然の再生能力の
範囲内に抑えられる、持続可能な社会の構築に取り組む必要があります。
　「和歌山県環境基本計画」は、その取組を進めていく上での羅針盤となるもので、
環境政策の基本的な考え方や長期的な目標、また、その実現に向けての施策展開のあ
り方などを示す、本県の環境分野において最も上位に位置づけられる計画です。
　第４次となる今回の計画では、目指す将来像を「持続可能な社会～将来にわたり住
みよい環境わかやま～」とし、その達成のための取組の方向を、「安全・安心の確
保」を前提とした「低炭素社会の構築」、「循環型社会の構築」、「自然共生社会の
構築」の三つに整理しました。また、計画の構成についてもこれまでのものを大きく
見直し、「取組の必要性と目指す方向」と「分野別の計画との役割分担」の明確化に
努めました。
　今後、この計画と、この計画の考えに沿って策定された各分野別計画に基づき、県
民の皆様や事業者、民間団体さらには市町村と相互に連携、協力しながら、「将来に
わたり住みよい環境わかやま」を目指し積極的に施策を進めてまいりますので、県民
の皆様には、より一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成28年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県知事　仁坂　吉伸
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